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巨大な市場インドネシアに向けた挑戦
アジア経済交流センター 主事　槻尾　凌

1. はじめに

　皆さんは、「インドネシア」と聞くと何を連想し
ますか？
　すぐに思いつく人は少ないのではないでしょう
か。実際私もその一人でした。アメリカや中国で
同じ質問をされると、ロサンゼルスやハンバー
ガー、万里の長城や、北京ダックなどいくつも答
えることができるのに、インドネシアの場合はど
うでしょうか。意外と私たちにとって知っている
ようで実はよく知らない国だと思います。ちなみ
に、連想されるところでいうと、食べ物ではご飯
を炒めた「ナシゴレン」、人気観光地では「バリ島」。
また、AKB48 の姉妹グループの「JKT48」など
があります。言われるてみると、皆さんご存じの
方もいると思います。

　このように人によってはやや馴染みの薄い感が
ある国インドネシアですが、“ 輸出相手 “ として見
た時、魅力的な国であり、今後さらに期待できる

国です。本稿では、あまり知られていないインド
ネシアについて 2023 年度に行った当センター事
業を交えながらご紹介できればと思います。
　
2. インドネシアという国

　インドネシアは 1 万数千もの島々より構成され
ている世界最大の島嶼国です。国土は日本のおよ
そ 5 倍、東西の距離はアメリカの東西両岸とほぼ
同じ長さの約 5,000km の東西に長い国です。一
般的な世界地図は赤道から離れるほど大きく表示
されるため、どうしても赤道に近いインドネシア
のような国は実際の大きさに比べて小さく見えて
しまいますが、実は世界 14 位（日本は 61 位）の
国土を持つ大きい国なのです。人口は世界４位の
約２億８千万人（2023 年）であり、近年さらに増
加を続けています。その中でも約半数が 30 歳未満
であり、若年層比率が高く、まさにこれから成長
していく活気のある国と言えます。
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　一般的に中間層といわれる年間可処分所得が
5,000 ドル以上 35,000 ドル以下の人口割合も増
加しており、人口増加と併せて国全体での消費拡
大が著しく増加しています。あまり知られていま
せんが、世界の中でも指折りの巨大な市場なので
す。
　
3. インドネシア市場の魅力

　インドネシアは世界 4 位の人口を有しており、
消費も増加している大きな市場です。また、現地
では日本製品は人気で、日本でよく目にするチェー
ン店も現地で複数展開しています。さらに Japan
コーナーを作って販売しているスーパーもあるく
らいです。

　巨大な市場を持ち、日本製品も人気であること
からインドネシアは “ 輸出先 ” として非常に魅力
的と感じていただけるのではないでしょうか。
　現在、日本の輸出先として中国やアメリカ、台

湾などが上位を占めています。しかしながら、日
本からインドネシアへの輸出額は全体の 12 位であ
り、輸出額全体の約 2 パーセントに留まっていま
す。日本製品の需要がある目の前の巨大な市場に
対し、十分に供給できていないのが現状なのです。
　近年では、日本からの輸出が活発で、日本製品
であふれている国はいくつもあります。そのよう
な国は、今からの参入はどうしても後発組となっ
てしまい、ライバルもたくさんいることになりま
す。その中、インドネシアはまだあまり参入企業
が少ない、 “ 手つかずの国 ” として有力な輸出先と
言えるのではないでしょうか。
　
4. 輸出の障壁

　これほどにも輸出相手として魅力的なインドネ
シアですがどうして、輸出額 12 位に留まっている
のでしょうか。
　要因の１つとして挙げられるのが、インドネシ
アが国主導で行っている国産品の強化や、雇用機
会創出などのための国産品優先の政策です。言い
換えると、人口が増加する中で、他国のものにで
きる限り頼らず、自分の国を自分たちの手で大き
くしていこうという政策です。そのため、日本か
ら製品の輸入は複雑な手続きが必要であったり、
規制がかかっているため、なかなか難しいとされ
ています。一方で、インドネシアへの投資、つま
り現地に工場を作って生産するということは歓迎
されています。そこに雇用が生まれるからです。
そのため、現地で販売している日本製品の多くは、
現地の工場で生産したものです。
　国主導の政策がある中、手続きや規制をどうク
リアしていくのかが、インドネシア輸出への重要
なポイントと言えるのです。

5. 当センターの事業

　先述のとおり、インドネシアは輸出への障壁は
あるものの、インドネシア国内に入れることがで
きるようになれば多くの買い手がいる国です。当
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センターでは、今年度はまず規制が比較的少ない
「BtoB」、その中でもレストランやホテル向けの輸
出を目指し、現地でのレストランフェア及び商談
会を行いました。県内企業 4 社に参加いただいた
当事業では、インドネシアへの輸出のポイントで
あるライセンスや税関などの手続き等を一括して
委託し、県内企業の皆様には国内の指定場所への
配送のみで参加いただける形式を採用。海外へ配
送するときの難しい手続きなしで参加いただける
ようアレンジしました。獲れたての鮮魚をはじめ
とする水産加工品や麺類、キノコなど複数の品目
を現地までスムーズに送ることができました。
　レストランでは 1 か月の間、県産品の商品を使
用したメニューを「富山フェア」と題し現地日本
料理店「奥園」で提供しました。評判も良く現地
でも富山県の商品が受け入れられること、勝負で
きることを確認しました。その後に行った商談会
では、現地のバイヤーに来ていただき、フェアで
提供したメニューを実際に食べていただきながら
商品を売り込みました。反応は上々で現在実際の
取り引きに向けて交渉を進めており、インドネシ
アへの継続的な輸出になることを期待しておりま
す。

6. 最後に

　日本の総人口は近年減少局面を迎えており、そ
れに伴う食糧需要の落ち込みが懸念されています。
一方で、世界全体の総人口は増加傾向であり、食
料市場規模も年々拡大しています。このような状
況下で、国内需要の低下に対処するためには、今
後海外の市場とどう関わるかを考えていかなけれ
ばなりません。
　本稿で紹介したインドネシアは、その中の選択
肢の１つとして重要な国になってくると私は思っ
ています。
　当センターではインドネシアに限らず県内企業
の皆様の海外展開について事業の開催や相談など
充実したサポート体制を用意しております。

「何から始めればいいのか分からない」そんな相談
でも大丈夫です。お気軽にお問い合わせください。
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